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は
じ
め
に

芭
蕉
が
生
存
し
て
い
た
時
期
は
、
寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）
～
元
禄
七
年

（
一
六
九
四
）、
江
戸
時
代
初
期
の
わ
ず
か
五
〇
年
間
に
す
ぎ
な
い
。
芭
蕉
が
西

行
（
一
一
一
八
～
一
一
九
〇
）
に
私
淑
し
て
い
た
こ
と
は
人
口
に
膾
炙
し
て
い

る
。
芭
蕉
に
お
け
る
西
行
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
十
二
世
紀
の
『
山
家
集
』

『
西
行
上
人
集
（
西
行
法
師
家
集
、
異
本
山
家
集
と
も
）』
や
俊
成
判
『
御
裳
濯

河
歌
合
』・
定
家
判
『
宮
河
歌
合
』、
十
三
世
紀
の
『
新
古
今
和
歌
集
』『
後
鳥

羽
院
御
口
伝
』、
さ
ら
に
は
鎌
倉
中
期
以
後
に
は
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
る
『
西

行
物
語
』
や
物
語
絵
巻
の
類
、
ひ
い
て
は
西
行
仮
託
の
仏
教
説
話
集
『
撰
集

抄
』、
蓮
阿
の
歌
論
書
『
西
行
上
人
談
抄
』、
謡
曲
『
西
行
桜
』
な
ど
が
す
で
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
受
容
が
読
書
に
よ
る
も
の
か
、
口
伝
な
ど

に
よ
る
も
の
か
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
機
会
に
修
得
し
た
か
に
つ
い
て
は
永
遠
の

謎
に
等
し
い
と
す
る
の
が
通
説
と
い
っ
て
よ
い
。
近
世
初
期
の
芭
蕉
た
ち
が
得

ら
れ
る
情
報
源
は
板
本
や
謡
曲
か
ら
で
し
か
な
か
っ
た
。
近
世
初
期
の
頃
の
出

版
物
を
調
査
す
る
こ
と
が
、
庶
民
の
間
に
流
布
さ
れ
た
出
版
物
を
確
認
す
る
こ

と
に
繋
が
る
。
こ
の
確
認
作
業
を
基
に
、
本
論
で
は
『
撰
集
抄
』
や
『
山
家

集
』『
八
雲
御
抄
』
等
の
西
行
関
連
書
物
か
ら
、
西
行
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
の
か
を
抜
き
出
し
、
近
世
初
期
の
西
行
享
受
に
つ
い
て
考
察
し
、
芭
蕉

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
推
察
し
て
ゆ
く
。

一
、
近
世
初
期
の
西
行
関
連
出
版
物

凡
例

① 

国
文
学
研
究
資
料
館
の
電
子
資
料
館
の
日
本
古
典
籍
Ｄ
Ｂ
一
よ
り
「
西
行
」

で
検
索
し
た
。
著
作
ID
が
一
三
五
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
刊
記
が
は
っ
き
り

記
載
さ
れ
て
い
て
、
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
ま
で
の
物
を
収
集
し
た
。

但
、
謡
曲
・
能
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
知
識
を
身
に
つ
け
た
と
さ
れ
る

先
行
研
究
も
数
多
く
あ
る
が
、
本
論
で
は
、
口
承
に
よ
る
伝
承
を
含
む
能
の

本
（
謡
本
）
を
除
く
こ
と
に
し
た
。

② 

『
江
戸
時
代
初
期
出
版
年
表
』二 『
徳
川
時
代
出
版
者
、
出
版
物　

集
覧
』三 

よ

文
学
研
究
科
日
本
文
学
文
化
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了　

村
上　

智
子

芭
蕉
は
西
行
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か
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り
、『
八
雲
御
抄
』
や
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
出
版
年
や
①
で
収
集
し
た
資

料
の
版
元
な
ど
も
確
認
し
た
。

①
と
②
の
デ
ー
タ
を
合
わ
せ
て
時
系
列
に
並
べ
替
え
て
資
料
１
を
作
成
し
た
。

『
撰
集
抄
』
の
成
立
は
鎌
倉
時
代
で
あ
る
。
板
本
は
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）

に
京
都
の
版
元
澤
田
庄
左
衛
門
か
ら
刊
行
さ
れ
た
物
が
現
存
多
数
あ
る
。
翌
年

の
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
に
、
版
元
が
変
わ
り
村
上
平
楽
寺
（
勘
兵
衛
）
か

ら
刊
行
さ
れ
た
物
も
あ
る
。
ま
た
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
大
坂
の
版
元
河

内
屋
善
兵
衛
か
ら
『
西
行
撰
集
抄
』
が
刊
行
さ
れ
、
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇

一
）
に
、
江
戸
の
版
元
み
す
や
又
右
衛
門
か
ら
刊
行
さ
れ
た
物
も
あ
る
。『
西

行
物
語
』
は
、
別
書
名
と
し
て
「
西
行
一
生
涯
草
紙
」「
西
行
四
季
物
語
」「
西

行
記
」「
西
行
物
語
絵
巻
」
な
ど
あ
り
、
様
々
な
書
名
で
残
っ
て
い
る
。
寛
永

二
年
（
一
六
二
五
）、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
版
元
木
村
次
郎
兵
衛
か
ら
、

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
京
都
の
版
元
服
部
九
兵
衛
、
元
禄
五
年
（
一
六
九

二
）
に
同
じ
く
京
都
の
版
元
浅
見
吉
兵
衛
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
西

行
物
語
』
の
改
題
本
と
し
て
『
西
行
一
代
記
』
は
寛
文
一
三
年
（
一
六
七
三
）

に
江
戸
の
版
元
松
會
か
ら
、『
西
行
和
歌
修
行
』
は
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）

に
江
戸
の
版
元
酒
田
屋
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
西
行
上
人
談
抄
』
は
、
別

書
名
「
西
公
談
抄
」「
蓮
阿
記
」「
西
行
日
記
」
と
あ
り
、
万
治
頃
（
一
六
五
八

～
一
六
六
〇
）
と
刊
行
年
が
不
明
確
で
あ
る
が
、
京
都
の
林
和
泉
掾
（
時
元
）

か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

西
行
の
和
歌
集
で
は
、『
山
家
集
』
は
、
別
書
名
「
山
家
和
歌
集
」「
西
行
法

師
家
集
」「
西
行
上
人
集
」「
異
本
山
家
集
」
な
ど
あ
り
、
延
宝
二
年
（
一
六
七

四
）
京
都
の
永
田
長
兵
衛
と
中
村
七
兵
衛
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
次
に
『
御

裳
濯
川
歌
合
』
と
『
宮
河
歌
合
』
は
と
も
に
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
に
京
都

の
林
生
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
西
行
の
和
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
『
後
撰
和

歌
集
』
は
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）、
版
元
吉
田
四
郎
右
衛
門
尉
か
ら
刊
行
さ

れ
て
い
る
。

高
城
功
夫
氏
「
西
行
の
家
集
の
解
題
と
展
望
」四
に
「『
山
家
集
』
は
室
町
期

に
、
何
人
か
に
よ
っ
て
六
家
集
と
し
て
一
括
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
板
本

と
し
て
流
布
す
る
」
と
あ
り
、
伝
本
系
統
は
、
六
家
集
板
本
系
統
・
陽
明
文
庫

本
系
統
・
玄
旨
校
本
系
統
・
松
屋
本
系
統
の
四
系
統
に
分
類
さ
れ
る
。『
六
家
集
』

は
慶
安
頃
（
一
六
四
八
～
一
六
五
二
）
や
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
京
都

の
澤
田
庄
左
衛
門
（
風
月
堂
）
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

他
の
家
集
で
は
、『
江
戸
時
代
初
期
出
版
年
表
』
や
『
徳
川
時
代
出
版
者
、

出
版
物　

集
覧
』
か
ら
、『
新
古
今
和
歌
集
』
は
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）

京
都
の
版
元
吉
田
四
郎
右
衛
門
尉
、
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）、
承
応
三
年

（
一
六
五
四
）
版
元
西
村
又
左
衛
門
尉
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
版
元
八
尾

勘
兵
衛
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
八
雲
御
抄
』
は
、
寛
永
三
年
（
一
六

二
六
）・
寛
永
一
二
年
（
一
六
三
五
）
版
元
中
野
氏
道
也
刊
行
、
正
保
三
年
（
一

六
四
六
）・
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）・
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）・
明
暦
二
年
（
一

六
五
六
）
書
林
中
野
氏
道
也
新
刊
と
し
て
次
々
と
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

時
系
列
に
並
べ
て
出
版
年
を
見
る
と
（
資
料
１
参
照
）、
芭
蕉
が
誕
生
し
た

寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）
か
ら
三
十
八
歳
の
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
の
間
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に
、
ほ
ぼ
西
行
関
連
書
物
は
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）

『
八
雲
御
抄
』『
西
行
物
語
』、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）『
新
古
今
和
歌
集
』、

慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）『
撰
集
抄
』、
万
治
頃
（
一
六
五
八
～
一
六
六
〇
）

『
西
行
上
人
談
抄
』、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）『
御
裳
濯
河
歌
合
』『
宮
河
歌

合
』、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）『
西
行
法
師
家
集
』、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）

『
西
行
和
歌
修
行
』
な
ど
、
京
都
・
大
坂
・
江
戸
で
西
行
関
連
の
出
版
物
が
次
々

と
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
西
行
が
近
世
和
歌
や
俳
諧
に
及
ぼ

し
た
影
響
は
大
き
い
。
芭
蕉
が
生
き
た
時
代
は
板
本
に
よ
る
西
行
ブ
ー
ム
で
あ

っ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
何
度
も
読
み
返
せ
る
よ
う

に
こ
れ
ら
の
本
は
、
芭
蕉
の
手
元
に
取
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推

測
で
き
る
。

次
に
、
芭
蕉
が
西
行
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か
に
つ
い
て
、
西
行
を
知
る

方
法
と
し
て
板
本
に
焦
点
を
当
て
て
推
測
す
る
。
芭
蕉
の
言
説
に
多
く
の
西
行

に
関
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
言
説
を
揚
げ
、
各
々
の
西
行
関
連
書

物
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
受
容
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

※ 

以
降
、
引
用
部
分
の
傍
線
や
ル
ビ
は
論
者
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
和

歌
・
句
の
出
典
は
紙
面
の
都
合
上
、
出
典
名
の
『
』
は
省
略
す
る
。
ま
た
、

引
用
文
中
の
旧
字
体
を
常
用
漢
字
に
変
更
し
た
。

二
、『
撰
集
抄
』
を
中
心
に

芭
蕉
は
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
の
歳
旦
句
に
「
薦
を
き
て
た
れ
人
ゐ
ま
す

花
の
春
」
と
い
う
句
を
詠
ん
だ
。
こ
れ
に
対
し
、
京
都
の
俳
壇
は
「
薦
被
り

（
乞
食
）」
は
め
で
た
い
新
春
に
忌
む
べ
き
言
葉
で
あ
る
と
非
難
し
た
。
そ
の
世

評
を
聞
い
た
芭
蕉
は
門
人
に
宛
て
て
、「
五
百
年
来
昔
、
西
行
の
撰
集
抄
に
多

ク
の
乞
食
を
あ
げ
ら
れ
候
。
愚
眼
故
能よ

き

人ひ
と

見
付
ざ
る
悲
し
さ
に
、
二
た
び
西
上

人
を
お
も
ひ
か
へ
し
た
る
迄
に
御
坐
候
。」五
（
元
禄
三
年
四
月
十
日
付
、
此
筋
・

千
川
宛
芭
蕉
書
簡
）
と
反
論
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
芭
蕉
が
「
西
上
人
を
お
も
ひ
か
へ
し
た
る
」
と
あ
る
『
撰
集
抄
』

の
「
多
ク
の
乞
食
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
乞
食
の
姿
で
あ
る
の
か
を
次
に
抜
き

出
し
た
。

西
行
仮
託
の
書
と
呼
ば
れ
る
『
撰
集
抄
』六
に
は
、
真
実
の
道
心
を
追
い
求

め
る
僧
の
姿
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
。

Ⅰ　
「
心
を
澄
む
」

（
巻
二
・
四
）「
花
林
院
発
心　

山
階
」
に
、
山
里
に
隠
棲
し
て
い
た
大
納
言

経
信
の
も
と
に
「
齢よ

は
ひ

六
そ
ぢ
に
傾
か
た
ぶ
き

て
、
ま
み
有
様
、
実
ま
こ
と
に

賢
く
や
ん
事
な
き
僧
」

が
乞
食
の
姿
で
現
れ
、
と
ん
で
も
な
い
女
と
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、
寺
を
追
放

さ
れ
た
と
告
白
す
る
。
そ
の
後
、
こ
の
乞
食
僧
は
名
利
栄
達
を
嫌
っ
て
出
奔
し

各
地
を
流
浪
し
て
い
た
花
林
院
永
玄
僧
正
で
あ
っ
た
と
判
明
す
る
。
そ
こ
で

「
凡お

よ
そ

、
人
の
習
、
世
を
背そ
む
く

ま
で
も
、
骨
を
ば
う
づ
む
と
も
名
を
ば
埋
ま
じ
」
で

あ
る
の
に
、
こ
の
僧
は
「
実
を
隠
し
狂
を
顕
せ
」
と
、「
愛
欲
に
お
ぼ
れ
て
寺

を
追
わ
れ
た
と
嘘
を
言
っ
て
、
心
底
か
ら
世
を
遁
れ
た
」七
と
い
う
話
で
あ
る
。

章
末
に
、
西
行
で
あ
る
と
匂
わ
せ
る
『
撰
集
抄
』
の
語
り
手
は
、
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世
を
捨
と
な
ら
ば
、
か
く
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
く
て
、（
中
略
）
発
心
堅
固

に
し
て
、
心
も
か
し
こ
く
さ
き
ら
あ
ら
ん
人
の
、
な
じ
か
心
も
す
ま
で
侍

る
べ
き
。

と
、
世
を
捨
て
た
と
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
で
あ
り
た
い
と
、
名
利
栄
達
を

嫌
い
、
各
地
を
流
浪
し
、
発
心
は
堅
い
決
意
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
「
な
じ

か
心
も
す
ま
で
侍
る
べ
き
」
と
、
出
家
し
た
だ
け
で
は
「
心
を
澄
む
」
と
い
う

境
地
に
は
辿
り
着
け
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、（
巻
二
・
七
）「
本
来
無
去　

禅
僧
」
に
は
、
黒
い
衣
を
身
に
ま
と
い

死
ん
で
い
る
僧
の
傍
ら
の
大
き
な
木
に
「
死し

生し
ょ
う

共
に
死
生
に
あ
ら
ず
、
無む

来ら
い

無む

去こ

に
し
て
本
来
寂じ
ゃ
く

静じ
ゃ
う

な
り
」
と
書
付
て
あ
り
、
そ
の
僧
は
深
い
谷
間
に
隠
れ
住

み
、
峰
の
松
風
に
心
を
澄
ま
す
座
禅
僧
で
あ
っ
た
。
西
行
に
仮
託
さ
れ
た
語
り

手
は
、「
本
来
寂
静
な
り
と
は
、
何
の
寂
静
ぞ
や
。
無
来
無
去
な
り
と
は
何
の

物
を
か
さ
し
侍
り
け
ん
」
と
、
仏
道
修
行
の
理
想
的
な
「
海
の
辺ほ

と
り

、
深
山
の
す

ま
ひ
」
に
遁
世
す
る
人
は
羨
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
我
身
大
事
に
思
い
、

此
身
を
惜
し
む
か
、
惜
し
ま
な
く
と
も
、
何
故
深
山
に
入
り
心
を
澄
ま
そ
う
と

し
な
い
の
か
と
、「
心
を
澄
ま
す
」
こ
と
の
難
し
さ
を
語
っ
て
い
る
。
こ
の
寂

静
と
は
煩
悩
を
離
れ
た
心
の
平
静
悟
り
の
境
地
を
意
味
し
、
無
来
無
去
と
は
来

る
こ
と
も
な
い
仏
の
法
身
は
生
滅
変
化
す
る
こ
と
も
な
く
存
在
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
一
切
の
諸
法
は
、
本
よ
り
来
寂
静
な
り
、
有
に
あ

ら
ず
無
に
あ
ら
ず
、
常
に
あ
ら
ず
断
に
あ
ら
ず
、
生
ぜ
ず
滅
せ
ず
、
垢
れ
ず
浄

か
ら
ず
」（『
往
生
要
集
』
巻
上
大
文
第
四
）八
か
ら
く
る
。「
心
を
澄
む
と
は
寂

静
の
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

西
行
の
和
歌
に

す
て
た
れ
ど
か
く
れ
て
住
ま
ぬ
人
に
な
れ
ば
な
ほ
世
に
あ
る
に
似
た
る
な

り
け
り
（
山
家
集
一
四
一
六
）九

と
、「
こ
の
世
を
捨
て
て
出
家
は
し
た
け
れ
ど
、
す
っ
か
り
隠
棲
し
て
し
ま
っ

た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
や
は
り
俗
世
間
に
あ
る
の
に
似
た
境
涯
で
あ
る
」と
、

世
を
捨
て
た
だ
け
で
は
隠
遁
者
と
は
い
え
な
い
と
詠
っ
て
い
る
。「
心
を
澄
む
」

こ
と
は
隠
遁
者
と
な
っ
て
分
か
る
こ
と
で
あ
る
。

芭
蕉
の
書
簡
に
あ
っ
た
「
多
ク
の
乞
食
」
の
姿
は
、
名
利
栄
達
を
嫌
い
、
人

里
離
れ
た
深
山
に
住
ま
い
自
然
の
中
で
「
心
を
澄
む
」
こ
と
に
修
行
し
続
け
て

い
る
僧
の
姿
で
あ
る
。
芭
蕉
は
出
家
せ
ず
と
も
、
こ
の
乞
食
僧
達
と
自
己
の
思

想
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
隠
遁
生
活
や
漂
泊
者
と
し
て
生
き
る
こ

と
が
、
自
分
自
身
に
合
っ
て
い
る
と
分
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
心
を
澄
む
」
と
は
、
無
常
と
隠
遁
と
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
無

常
を
悟
る
上
で
、
仏
道
修
行
に
あ
ず
か
る
ゆ
え
に
、
衆
生
や
宿
業
と
の
関
わ
り

が
あ
る
。

衆
生
と
は
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
。
人
間
を
含
む
す
べ
て
の
生
き
も
の
の

こ
と
で
あ
る
。
衆
生
済
度
は
、
仏
道
に
よ
っ
て
、
生
き
て
い
る
も
の
す
べ
て
を

迷
い
の
中
か
ら
救
済
す
る
。
そ
の
衆
生
済
度
に
つ
い
て
の
べ
た
箇
所
が
次
に
あ

る
。（

巻
一
・
八
）「
行
賀
切
耳
」

心
細
さ
の
音
を
聞
に
も
、
む
ね
の
埋う

づ
み

火び

き
え
や
ら
で
、
風
に
な
び
け
る
烟
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に
む
せ
び
て
、
明
暮
過
し
ほ
ど
に
、
霜
雪
眉
が
上
積
り
、
四
海
の
波
額
に

た
ゝ
み
て
、
鏡
に
向
へ
ば
、
昔
の
か
た
ち
に
も
非
ず
。
友
に
交
て
む
つ
ご

と
を
の
べ
ん
と
す
れ
ば
、
耳
も
お
ぼ
れ
て
不き

こ
え
ず聞

。
花
を
見
ん
と
て
梢
を
な

が
む
れ
ば
、
さ
ら
に
其
形
も
み
え
わ
か
ず
。
腰
か
ゞ
み
て
、
手
足
も
す
ぢ

い
た
く
て
、
老
苦
に
責
ら
れ
、

と
、
恨
み
や
心
細
さ
や
嫉
妬
や
悲
し
み
に
明
け
暮
れ
、
白
髪
に
な
っ
て
額
に
波

の
よ
う
な
皺
が
入
り
、
耳
も
聞
こ
え
ず
、
目
も
見
え
ず
腰
も
曲
が
っ
て
と
老
苦

に
責
め
ら
れ
る
と
い
う
、
人
間
誰
し
も
が
抱
く
年
老
い
て
ゆ
く
苦
悩
、
死
が
目

前
に
迫
っ
て
き
て
も
悟
り
に
入
る
心
ば
え
も
な
く
此
の
世
で
無
為
に
年
を
取
る
。

こ
の
苦
悩
か
ら
逃
れ
る
為
、
行
賀
僧
都
の
「
慈
悲
賢
固
に
し
て
耳
を
切
給
し
功

に
は
、
流る

来ら
い

生し
ょ
う

死じ

の
き
づ
な
悉
こ
と
ご
と
く

切
捨
、
三
界
火
宅
の
外
に
出
て
、
ほ
の
を
に

こ
が
る
ゝ
衆
生
を
、
哀
と
み
そ
な
は
し
て
い
ま
そ
か
り
け
る
」
と
、
慈
悲
に
身

を
捨
て
た
境
涯
で
の
衆
生
済
度
を
唱
導
し
て
い
る
。

宿
業
と
は
、
前
世
で
行
っ
た
善
悪
の
行
為
が
、
現
世
に
現
れ
る
そ
の
報
い
の

事
を
言
い
、
宿
善
と
は
、
前
世
の
善
き
宿
業
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
次
の
、

（
巻
六
・
三
）「
林
懐
僧
都
」

此
林
懐
の
齢
一
旬
に
あ
ま
り
に
し
て
、
嵐
に
た
ぐ
ふ
木
の
葉
、
と
ら
ん
と

す
れ
ば
き
ゆ
る
玉
霰
を
み
て
、
忽
に
浮
世
の
無
常
を
悟
り
て
、
ふ
か
く
の

涙
を
お
と
さ
れ
け
ん
は
、
お
ろ
〳
〵
の
宿
善
に
は
有
べ
し
と
も
お
ぼ
え
ず
。

哀
に
貴
か
り
け
る
事
か
な
。
い
か
な
れ
ば
人
は
無
常
を
悟
ぞ
。

と
、
こ
の
林
懐
僧
都
は
年
齢
十
余
歳
で
、
強
風
に
も
て
あ
そ
ば
れ
る
木
の
葉
や

手
に
取
ろ
う
と
す
る
と
消
え
て
し
ま
う
霰
を
見
て
、
俄
に
こ
の
世
の
無
常
を
悟

り
、
思
わ
ず
涙
を
流
さ
れ
て
、
お
ぼ
つ
か
な
い
宿
善
で
あ
る
と
も
思
え
ま
せ
ん

と
、
嵐
に
舞
う
「
木
の
葉
」
や
、「
消
え
て
ゆ
く
霰
」
に
無
常
を
悟
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
宿
善
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
年
若
い
林
懐
僧
都
が
、
あ

は
れ
に
尊
い
方
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
衆
生
済
度
や
宿
善
を
も
越
え
、
自
然

の
中
に
無
常
を
悟
る
こ
と
が
で
き
る
と
導
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
行
住
坐
臥
に

心
を
澄
ま
す
こ
と
が
、
和
歌
に
よ
る
求
道
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
。

Ⅱ　

唯
識
観

『
撰
集
抄
』
に
は
、
和
歌
の
役
割
が
、
心
の
悲
嘆
や
怨
恨
を
忘
却
せ
し
め
る

と
い
う
話
が
あ
る
。

（
巻
五
・
四
）「
永
縁
僧
正
事
」
い
か
に
、
此
御
哥
は
学
問
の
妨
に
は
侍
ら

ず
や
と
問
奉
り
侍
り
け
れ
ば
、
な
じ
か
は
し
か
あ
ら
ん
。
弥い

よ

ゝい
よ

心
ぞ
す
み

侍
ら
め
。
恋
慕
哀
傷
の
風
情
を
も
、
詠な

が
め

て
は
皆
我
心
に
帰
す
れ
ば
、
唯
識

の
悟
こ
ゝ
に
開
か
れ
ぬ
。
も
と
心
の
外
に
法
な
し
。
唯
心
の
い
つ
は
れ
る

也
。
を
の
が
心
が
心
を
さ
は
が
し
て
、
な
に
と
学
問
の
妨
と
は
の
給
は
す

る
ぞ
。
い
と
ゞ
無
下
に
侍
り
と
い
は
れ
て
、
涙
を
落
て
の
き
に
け
り
と
な

ん
。

と
、
右
の
文
は
、
山
階
寺
に
永
縁
僧
正
と
い
う
別
当
が
い
た
。
彼
は
智
恵
優
れ
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て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
六
義
の
風
俗
を
極
め
る
風
流
人
で
も
あ
っ
た
。
あ
る

と
き
、
友
人
の
僧
が
歌
は
学
問
の
妨
げ
に
は
な
ら
ぬ
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
永

縁
は
答
え
て
「
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
ま
す
ま
す
心

が
澄
む
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
恋
慕
哀
傷
の
情
趣
で
あ
っ
て
も
そ
れ
を
歌
に
詠

み
、
こ
の
詠
む
こ
と
自
体
に
よ
っ
て
心
一
つ
に
帰
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

こ
こ
に
唯
識
の
悟
が
開
か
れ
て
し
ま
う
も
の
で
す
」
と
い
う
。
詠
歌
行
為
は
学

問
の
妨
げ
に
な
る
ど
こ
ろ
か
い
よ
い
よ
心
が
澄
む
こ
と
に
な
る
と
、
心
の
悲
嘆

や
怨
恨
を
忘
却
せ
し
め
る
和
歌
の
役
割
を
語
る
。
和
歌
は
仏
道
の
障
害
と
な
る

の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
専
心
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
心
は
澄
み
渡
り
、
唯
識
の
悟
り

を
開
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。「
唯
識
」
と
は
、「
一
切
の
諸
法
が
存
在
す

る
の
は
、
た
だ
「
識
」
の
上
に
あ
る
の
み
で
、
真
実
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、

「
識
」
と
し
て
の
「
心
」
が
現
し
出
し
た
も
の
で
あ
り
、「
心
」
こ
そ
が
実
在
で

全
て
の
根
源
で
あ
る
と
す
る
考
え
」
で
あ
る
。

ま
た
、（
巻
一
・
三
）「
無
縁
僧
帷
返
」
に
迎
西
と
い
う
聖
と
対
面
し
、「
心

の
は
る
け
侍
法
文
、
一
こ
と
葉
の
給
は
せ
よ
」
と
申
し
上
げ
た
ら
、

み
る
や
い
か
に
あ
だ
に
も
咲
る
槿

あ
さ
が
ほ

の
花
に
咲さ
き

立だ
つ

け
さ
の
し
ら
露　

是
こ

そ
法
文
よ

と
い
う
「
は
か
な
そ
う
に
咲
い
て
い
る
朝
顔
の
花
、
そ
の
花
よ
り
先
に
落
ち
る

今
朝
の
白
露
、
そ
れ
を
い
か
が
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
す
か
。
こ
れ
こ
そ
法
文
で
す
」

と
、
い
う
の
で
あ
る
。「
哥
さ
へ
難あ

り

有が
た
く

侍
る
ぞ
や
。
槿
花
を
こ
そ
は
、
は
か
な

き
た
め
し
に
は
申
め
る
に
、
花
に
先
立
白
露
、
落
て
は
更
に
迹
も
な
く
、
吹
過

ぬ
る
風
、
又
と
ゞ
ま
る
所
も
み
え
ず
。」
と
い
う
、「
こ
の
歌
は
ま
さ
に
仏
の
教

え
で
あ
る
。
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
な
顔
を
し
て
そ
の
実
わ
か
っ
て
い
な
い
の
が
、

人
生
の
は
か
な
さ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
歌
に
出
て
く
る
「
槿
」「
白
露
」「
な
つ
む
し
（
蛍
）」
は
、
自
然

の
中
の
さ
び
し
さ
・
は
か
な
さ
を
表
し
、
さ
び
の
美
学
の
象
徴
で
あ
る
。
出
家

し
隠
遁
者
と
な
り
、
衆
生
済
度
や
宿
善
に
よ
り
「
心
を
澄
む
」
こ
と
を
望
み
、

心
を
澄
ま
す
た
め
に
、
自
然
の
中
の
無
常
を
見
つ
め
和
歌
に
詠
み
出
す
。
和
歌

は
仏
道
で
あ
り
、
和
歌
を
詠
む
こ
と
は
和
歌
即
陀
羅
尼
で
あ
る
。

三
、
芭
蕉
が
受
容
し
た
も
の

Ⅰ　

和
歌
の
徳

『
西
行
物
語
』一
〇
に
、「
こ
れ
ら
の
つ
み
を
さ
ん
げ
せ
ん
た
め
に
、
卅
一
字
の

こ
と
の
は
を
ゑ
ひ
じ
て
、
仏
道
修
行
に
あ
づ
か
る
が
ゆ
へ
に
、
東
を
出
て
西
に

な
が
る
ゝ
水
を
見
て
は
、
浄
土
へ
ま
い
る
道
の
し
る
べ
と
お
も
ひ
、
春
の
花
秋

の
も
み
ぢ
、
み
な
風
に
さ
そ
は
れ
、
夏
の
う
つ
蝉
冬
の
雪
、
物
い
わ
ず
し
て
し

や
う
じ
無
じ
や
う
を
お
し
へ
、
心
す
ま
ぬ
時
も
な
く
し
て
」
と
、「
卅
一
字
の

こ
と
の
は
を
ゑ
ひ
じ
て
、
仏
道
修
行
に
あ
づ
か
る
が
ゆ
へ
に
」
は
、
和
歌
を
詠

む
こ
と
に
よ
っ
て
心
を
澄
ま
せ
る
。
そ
れ
は
詠
歌
に
よ
る
罪
障
懺
悔
を
語
っ
て

い
る
。

西
行
の
詠
歌
行
為
や
、
隠
遁
者
と
し
て
の
西
行
や
、
さ
び
の
美
学
に
よ
り
無

常
を
語
り
、
心
を
澄
ま
せ
、
自
然
に
あ
り
の
ま
ま
に
生
き
る
姿
、
そ
れ
ぞ
れ
の

西
行
の
全
て
を
享
受
し
た
の
が
芭
蕉
で
あ
る
。
芭
蕉
は
「
閑
素
茅
舎
の
芭
蕉
に

か
く
れ
て
自
乞
食
の
翁
と
よ
ぶ
」（
真
蹟
懐
紙
）一
一
と
、
俳
号
を
芭
蕉
と
し
た
。
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こ
の
事
は
、
次
の
『
撰
集
抄
』（
巻
六
・
一
一
）「
三
滝
聖
人
於
庵
室
値
道
心
者

事
」六
に
、

見
ず
や
、
露
を
こ
そ
は
か
な
き
物
と
は
い
ふ
め
る
に
、
今
朝
の
ま
の
あ
さ

が
ほ
の
花
に
を
く
れ
ぬ
る
事
を
。
芭
蕉
の
上
に
か
け
る
蜉か

げ

蝣ろ
う

風
に
な
び
け

る
は
、
芭
蕉
や
さ
ゐ
立
て
や（

マ
マ
）や

ぶ
れ
ん
と
す
る
、
蜉
蝣
や
さ
き
に
き
え
ん

と
す
る
、
共
に
あ
だ
な
る
身
な
り
。
人
も
又
し
か
な
り
。（
中
略
）
常
は

世
の
は
か
な
き
事
を
も
聞
き
侍
る
物
な
ら
ば
、
我
心
を
た
め
ん
と
に
は
あ

ら
ず
、
自
然
に
す
ぐ
に
し
て
、
無
常
を
も
さ
と
る
べ
し
。

と
あ
る
。
芭
蕉
も
蜉
蝣
も
花
も
人
も
は
か
な
い
も
の
で
あ
り
、
自
然
の
中
に
無

常
を
悟
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
芭
蕉
と
い
う
俳
号
は
、
自
分
も
そ
の
中
の
乞

食
僧
の
ひ
と
り
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

Ⅱ　
『
山
家
集
』
と
の
関
わ
り

芭
蕉
が
『
山
家
集
』
に
触
れ
て
い
る
箇
所
が
『
蕉
影
余
韻
』一
一
所
収
の
真
蹟

懐
紙
に
、

「
阿
彌
陀
坊
」（
元
禄
四
年
）

柴
の
い
ほ
と
き
け
ば
い
や
し
き
な
ゝ
れ
ど
も
よ
に
こ
の
も
し
き
も
の
に
ぞ

有
け
る

こ
の
う
た
は
東
山
に
住
け
る
僧
を
た
づ
ね
て
、
西
行
上
人
の
よ
ま
せ
玉

ふ
よ
し
、
山
家
集
に
の
せ
ら
れ
た
り
。
い
か
な
る
あ
る
じ
に
や
と
こ
の
も

し
く
て
、
あ
る
草
庵
の
坊
に
つ
か
は
し
け
る
。

し
ば
の
と
の
月
や
そ
の
ま
ゝ
あ
み
だ
坊

と
あ
る
。
芭
蕉
が
「
西
行
上
人
の
よ
ま
せ
玉
ふ
よ
し
、
山
家
集
に
の
せ
ら
れ
た

り
。」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、『
山
家
集
』（
七
二
五
）
の
詞
書
に
は
「
い
に

し
へ
こ
ろ
、
東
山
に
阿
弥
陀
房
と
申
け
る
上
人
の
庵
室
に
ま
か
り
て
見
け
る
に
、

何
と
な
く
あ
は
れ
に
覚
え
て
よ
め
る
」
と
あ
り
、
こ
の
「
阿
弥
陀
房
」
は
誰
の

こ
と
な
の
か
分
か
っ
て
は
い
な
い
が
、
芭
蕉
の
句
の
「
あ
み
だ
坊
」
は
ま
さ
し

く
西
行
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
和
歌
は

し
ば
の
い
ほ
と
き
く
は
く
や
し
き
な
ゝ
れ
ど
も　

よ
に
こ
の
も
し
き
す
ま

ゐ
な
り
け
り
（
山
家
集
七
二
五
）九

と
、
記
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
四
年
の
頃
の
芭
蕉
は
『
山
家
集
』
を
手
に
し
な
が

ら
、
隠
遁
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
そ
れ
は
、
次
の
芭
蕉

の
句
で
も
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

芭
蕉
の
『
猿
蓑
』
所
載
の
「
幻
住
菴
記
」一
一
に
「
日
比
は
人
の
詣
ざ
り
け
れ

ば
、
い
と
ゞ
神
さ
び
物
し
づ
か
な
る
傍
に
、
住
捨
し
草
の
戸
有
。
よ
も
ぎ
・
根

笹
軒
か
こ
み
、
屋
ね
も
り
壁
落
て
、
狐
狸
ふ
し
ど
を
得
た
り
。
幻
住
菴
と
云
」

と
あ
り
、「
ひ
た
ぶ
る
に
閑
寂
を
好
み
」「
終
に
無
能
無
才
に
し
て
此
一
筋
に
つ

な
が
る
」
と
俳
諧
一
筋
の
人
生
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

先
た
の
む
椎
の
木
も
有
夏
木
立�

（
猿
蓑
）
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こ
れ
は
、
西
行
の

な
ら
び
居
て
友
を
離
れ
ぬ
こ
が
ら
め
の
塒
に
た
の
む
椎
の
下
枝
（
山
家
集

一
四
〇
一
）九

を
踏
ま
え
て
い
る
。

ま
た
、
元
禄
四
年
四
月
、
落
柿
舎
で
の
執
筆
で
あ
る
『
嵯
峨
日
記
』一
一
に
、

「
さ
び
し
さ
な
く
ば
う
か
ら
ま
し
」
と
西
上
人
の
よ
ミ
侍
る
は
、
さ
び
し

さ
を
あ
る
じ
な
る
べ
し
。
又
よ
め
る

と
西
行
の

と
ふ
人
も
思
ひ
絶
え
た
る
山
里
の
さ
び
し
さ
な
く
ば
住
み
憂
か
ら
ま
し

（
山
家
集
九
三
七
）九

山
里
へ
誰
を
又
こ
は
よ
ぶ
こ
鳥
ひ
と
り
の
み
こ
そ
住
ま
む
と
思
ふ
に
（
山

家
集
四
九
）九

と
あ
り
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
芭
蕉
の
句
が

う
き
我
を
さ
び
し
が
ら
せ
と
か
ん
こ
ど
り　
（
猿
蓑
）

で
あ
る
。
山
里
は
寂
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
嵐
の
音
や
水
の
音
は
寂
し
さ
を
募

ら
せ
る
。
誰
も
訪
ね
て
来
な
い
そ
ん
な
寂
し
さ
に
耐
え
て
、
心
を
澄
ま
せ
よ
う

と
寂
し
さ
の
中
で
浄
土
を
思
い
修
行
し
て
い
る
。「
幻
住
菴
記
」
や
『
嵯
峨
日

記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
芭
蕉
は
、
山
里
暮
し
や
隠
遁
者
と
し
て
の
生
き
方
を
西

行
に
憧
憬
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
元
禄
二
年
閏
正
月
中
旬
頃
の
卓
袋
宛
の
書
簡
五
に

去こ
ぞ
の年

た
び
よ
り
魚
類
肴か
う

味み

口
に
払は
ら
ひ

捨す
て

、
一い
つ
ぱ
つ
の鉢

境き
や
う
が
い界

乞
食
の
身
こ
そ
た
う
と

け
れ
と
、
う
た
ひ
に
侘
し
貴
僧
の
跡
も
な
つ
か
し
く
、
猶
こ
と
し
の
た
び

は
や
つ
し
〳
〵
て
こ
も
か
ぶ
る
べ
き
心
が
け
に
て
御
坐
候

と
、
新
た
な
旅
の
決
意
を
述
べ
て
い
る
。「
こ
も
か
ぶ
る
べ
き
心
が
け
に
て
御

坐
候
」
と
い
う
の
は
、
乞
食
の
境
涯
を
辞
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、「
実
事
を

捨
て
て
虚
事
に
生
き
る
決
意
の
究
局
と
い
っ
て
よ
い
」一
二
と
、
こ
の
決
意
を
も

っ
て
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
へ
の
出
で
立
ち
は
一
笠
一
杖
に
墨
染
め
の
衣
を
着
て

の
旅
へ
の
出
立
で
あ
っ
た
。

年
く
れ
ぬ
笠
き
て
草
鞋
は
き
な
が
ら�

（
野
ざ
ら
し
紀
行
）　

と
、
こ
れ
は
西
行
の

常
よ
り
も
心
細
く
ぞ
お
も
ほ
ゆ
る
旅
の
空
に
て
年
の
暮
れ
ぬ
る
（
山
家
集

五
七
二
）九

の
歌
を
典
拠
と
し
て
自
分
の
生
涯
を
漂
泊
の
旅
に
あ
る
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

「
野
ざ
ら
し
紀
行　

素
堂
序
」一
一
に
、
芭
蕉
の
友
人
で
あ
る
素
堂
が
、「
此
翁

年
ご
ろ
山
家
集
を
し
た
ひ
て
、
を
の
づ
か
ら
粉
骨
の
さ
も
似
た
る
を
も
っ
て
、

と
り
わ
き
心
と
ま
り
ぬ
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
芭
蕉
が
亡
く
な
っ
た
あ
と

に
も
「
山
家
集
を
慕
ふ
」（
陸
奥
鵆
）
に
「
亡
友
芭
蕉
居
士
、
近
来
山
家
集
の

風
躰
を
し
た
は
れ
け
れ
ば
、
追
悼
に
此
集
を
読
誦
す
る
も
の
な
ら
し
」
と
、
素

堂
の
言
葉
が
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
芭
蕉
が
『
山
家
集
』
を
読
み
込
ん
で
い
た

こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
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Ⅲ　
「
心
の
色
」

『
新
古
今
和
歌
集
』
の
西
行
歌
九
十
四
首
の
中
、
十
九
首
に
「
心
」
を
詠
ん

で
い
る
。
ま
た
、「
思
ふ
」
も
二
十
七
首
あ
る
。「
心
」
と
「
思
ふ
」
両
方
使
っ

て
い
る
六
首
あ
り
、「
心
」
に
「
思
ふ
」
こ
と
を
詠
ん
だ
歌
が
、
お
よ
そ
四
十

首
に
も
及
ぶ
。
西
行
が
い
か
に
自
分
自
身
が
「
心
で
思
う
」
こ
と
を
素
直
に
歌

の
中
に
詠
み
込
ん
で
い
る
の
か
が
よ
く
分
か
る
。
そ
れ
ら
の
歌
は
、「
秋
の
は

つ
風
」「
初
し
ぐ
れ
」
や
「
秋
の
夕
暮
」
や
「
月
」
や
「
露
」
や
「
横
雲
」
な

ど
の
閑
寂
な
風
景
に
重
ね
て
「
寂
し
い
」「
侘
し
い
」
心
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
が
風
雅
の
「
さ
び
」
を
表
す
景
物
と
し
て
俳
諧
に
伝
承
さ
れ
て
ゆ
く
。

芭
蕉
は
西
行
の
「
心
深
く
哀
れ
な
る
」
心
を
素
直
に
表
現
す
る
こ
と
か
ら
一

段
す
り
上
げ
た
。
芭
蕉
は
言
わ
ざ
る
と
こ
ろ
に
余
韻
・
余
情
と
し
て
「
心
の
色
」

を
表
す
こ
と
に
し
た
。「
発
句
は
か
く
の
如
く
く
ま
〴
〵
ま
で
い
ひ
つ
く
す
物

に
あ
ら
ず
」「
い
ひ
お
ほ
せ
て
何
か
あ
る
」（
去
来
抄
）一
三
と
述
べ
て
い
る
。「
無

常
の
観
、
猶
亡
師
の
こ
ゝ
ろ
也
」
と
あ
り
、
芭
蕉
は
西
行
の
詠
歌
行
為
を
継
承

し
つ
つ
も
無
常
観
を
「
心
の
色
」
と
し
て
余
情
で
顕
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

野
ざ
ら
し
の
心
に
風
の
し
む
身
哉�

（
野
ざ
ら
し
紀
行
、
貞
享
元
年
）　

魚
鳥
の
心
は
し
ら
ず
年
わ
す
れ�

（
流
川
集
、
元
禄
四
年
）　

四
つ
ご
き
の
そ
ろ
は
ぬ
花
見
心
哉�

（
炭
俵
、
元
禄
七
年
）　

秋
ち
か
き
心
の
寄
や
四
畳
半�

（
鳥
之
道
、
元
禄
七
年
）　

と
、「
心
」
を
句
の
中
に
詠
み
込
ん
だ
も
の
を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
の
句
の
中
に

あ
る
「
野
ざ
ら
し
」「
魚
鳥
の
心
」「
四
畳
半
」
な
ど
は
、
俗
語
で
あ
る
。
そ
れ

は
『
三
冊
子
』（
赤
雙
紙
）一
三
に
「
高
く
心
を
悟
り
て
俗
に
帰
る
べ
し
と
の
教
也
。

つ
ね
に
風
雅
の
誠
を
責
悟
り
て
、
今
な
す
所
俳
諧
に
か
へ
る
べ
し
と
云
る
也
。」

と
あ
り
、
芭
蕉
は
「
風
雅
の
誠
を
心
高
く
悟
っ
て
、
日
常
卑
近
の
世
界
に
目
を

向
け
れ
ば
、
俳
境
は
無
限
に
ひ
ら
か
れ
て
く
る
」一
四
と
教
え
て
い
る
。
ま
た
、

「
常
風
雅
に
い
る
も
の
は
、
お
も
ふ
心
の
色
物
と
成
り
て
、
句
姿
定
る
も
の
な

れ
ば
、
取
物
自
然
に
し
て
子
細
な
し
。
心
の
色
う
る
は
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
外
に

言
葉
を
工
む
。
是
則
常
に
誠
を
勤
ざ
る
心
の
俗
也
。」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま

り
は
「
常
に
風
雅
の
誠
を
求
め
て
、
日
常
生
活
そ
の
も
の
が
俳
諧
と
一
体
に
な

る
よ
う
に
せ
よ
」一
四
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

芭
蕉
は
、
一
つ
に
は
高
悟
帰
俗
、
二
つ
に
は
心
と
物
と
の
一
体
化
を
説
き
、

物
と
は
あ
る
が
ま
ま
の
物
と
し
て
、
そ
の
本
意
を
さ
し
て
お
り
、
そ
れ
に
触
発

さ
れ
た
情
を
真
実
の
心
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
「
う
る
は
し
き
心
の
色
」
で
あ

る
。西

行
は
自
ら
の
心
に
思
う
こ
と
を
、
さ
び
の
景
物
に
重
ね
て
、
心
と
仏
と
衆

生
を
和
歌
に
詠
み
込
ん
だ
。
そ
れ
が
西
行
の
求
道
で
あ
る
。
芭
蕉
は
、
私
淑
す

る
西
行
を
享
受
し
な
が
ら
も
、
自
ら
一
段
す
り
上
げ
て
、「
心
の
色
」
を
詠
み

込
み
、
そ
れ
が
、
蕉
風
「
軽
み
」
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
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四
、『
八
雲
御
抄
』
と
の
関
わ
り

蕉
風
の
俳
論
書
で
あ
る
『
三
冊
子
』（
白
雙
紙
）一
三
に
「
俳
諧
は
歌
也
」
と
、

始
ま
り
「
和
歌
に
連
歌
有
、
俳
諧
有
」
と
あ
る
よ
う
に
、
俳
論
は
和
歌
論
・
連

歌
論
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
。
そ
れ
故
、『
三
冊
子
』
に
、
歌
論
書
で
あ
る

『
八
雲
御
抄
』
を
踏
ま
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、

そ
の
『
三
冊
子
』（
白
雙
紙
）
に
、「
発
句
の
事
は
、
一
座
の
巻
の
頭
な
れ
ば
、

初
心
の
遠
慮
す
べ
し
。
八
雲
御
抄
に
も
そ
の
沙
汰
有
。
句
姿
も
た
か
く
、
位
よ

ろ
し
き
を
す
べ
し
と
、
む
か
し
よ
り
云
侍
る
」
と
あ
る
。

『
八
雲
御
抄
』
に
も
、
和
歌
は
「
す
へ
て
此
道
は
い
み
し
く
い
は
む
と
お
も

ひ
ふ
る
き
物
を
も
み
つ
く
さ
む
と
す
る
に
も
さ
ら
に
よ
ら
さ
る
へ
し
、
か
つ
は

た
ゝ
先
世
の
契
な
る
へ
し
、
す
へ
て
詩
歌
の
道
も
大
聖
文
殊
の
御
智
恵
よ
り
お

こ
れ
る
事
也
と
い
へ
り
」一
五
と
あ
り
、
す
べ
て
の
詩
歌
の
道
は
大
聖
文
殊
の
御

智
恵
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
と
、
和
歌
の
道
は
仏
道
に
通
じ
る
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。

そ
の
内
容
は
、「
西
行
は
、
中
ご
ろ
の
歌
を
も
超
え
、
昔
に
及
ぶ
ほ
ど
優
れ

て
い
る
よ
う
だ
。（
中
略
）
久
安
百
首
以
降
は
、
俊
成
、
清
輔
、
西
行
法
師
な

ど
が
和
歌
の
道
に
優
れ
て
い
た
た
め
、
今
ま
た
和
歌
の
道
が
広
ま
っ
た
。」
と

あ
り
、
順
徳
院
は
西
行
を
誉
め
讃
え
て
い
る
。

ま
た
『
八
雲
御
抄
』
巻
第
六
用
意
部
に
は
、
実
際
の
詠
作
方
法
に
つ
い
て
も

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
歌
を
詠
む
上
で
禁
止
す
べ
き
事
と
し
て
、
第

一
「
近
人
の
歌
の
詞
を
ぬ
す
み
と
る
事
」、
第
二
「
あ
ら
ぬ
様
な
る
秀
句
を
こ

の
む
事
」、
第
三
「
詞
の
い
り
ほ
が
」、
第
四
「
風
情
の
い
り
ほ
が
」、
第
五

「
心
え
さ
せ
ぬ
事
」、
第
六
「
に
く
い
け
を
好
事
」、
の
六
条
を
立
て
て
、
具
体

的
に
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
「
い
り
ほ
が
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る

部
分
を
次
に
揚
げ
る
。

　
　

 

抑
さ
き
に
し
る
せ
る
か
こ
と
く　

こ
の
比
は
ね
こ
し
た
る
い
り
ほ
か
の
お

ほ
く
侍　

第
一
の
難
也　

其
中
に
も
よ
く
い
ひ
つ
れ
は
い
よ
〳
〵
見
く
る

し　

や
さ
し
く
よ
ま
む　

お
も
し
ろ
く
よ
ま
む
と
す
る
ゆ
へ
に
お
ほ
く
は

か
く
は
あ
る
な
り　

い
ま
の
世
に
も
此
道
に
た
へ
た
る
人
は
あ
れ
と　

こ

の
ふ
り
ち
か
ら
な
き
こ
と
也
一
六

と
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、「
近
年
の
和
歌
に
お
け
る
第
一
の
難
点
は
「
い
り
ほ

が
」
で
あ
り
、
巧
く
表
現
す
れ
ば
ま
だ
し
も
、
下
手
に
表
現
す
れ
ば
い
よ
い
よ

見
苦
し
い
も
の
に
な
る
。
そ
れ
は
、
や
さ
し
く
詠
も
う
、
面
白
く
詠
も
う
と
す

る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
今
の
世
で
は
、
ど
の
よ
う
な
優
れ
た
歌
人
で
も
、
程

度
の
差
こ
そ
あ
れ
「
い
り
ほ
が
」
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。」一
六
と
い
う

の
で
あ
る
。「
い
り
ほ
が
」
と
は
、「
表
現
や
風
情
に
凝
り
す
ぎ
た
歌
、
複
雑
な

歌
の
こ
と
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
「
い
り
ほ
が
」
を
整
理
す
る
と
、

①
一
語
に
す
る
、
例
「
霧
の
有
明
」「
風
の
夕
暮
」「
露
ふ
け
て
」「
雲
た
け
て
」

② 
倒
置
表
現
、
例
「
ゆ
ふ
づ
く
ひ
さ
す
や
を
か
べ
」「
お
も
ふ
か
物
を
」「
は

る
ゝ
か
雲
の
」

③
意
識
的
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
表
現
、
例
「
な
に
を
と
ば
か
り
に
」
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④ 
疑
問
の
助
詞
「
や
」「
か
」
を
名
詞
に
付
け
る
表
現
、
例
「
い
ま
か
」「
月

か
」「
花
か
」

⑤
「
た
だ
◯
◯
」
の
倒
置
表
現
、
例
「
き
え
ね
た
だ
」「
く
れ
ね
た
だ
」

⑥ 

平
易
な
言
い
方
を
気
取
っ
た
表
現
に
す
る
、
例
「
谷
川
の
水
」
を
「
谷
川
の

浪
」
と
し
た
り
、「
木
枯
ら
し
の
風
」
を
「
木
枯
ら
し
の
声
」

と
、
倒
置
や
疑
問
形
な
ど
に
す
る
こ
と
、
ま
た
は
わ
ざ
と
平
易
な
言
い
方
を
避

け
る
こ
と
な
ど
で
、
構
え
た
よ
う
な
表
現
に
な
る
こ
と
、
同
じ
表
現
が
流
行
の

よ
う
に
繰
り
返
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。

俳
諧
に
も
「
い
り
ほ
が
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。『
三
冊

子
』（
赤
雙
紙
）一
三
に
、

功
者
に
病
有
。
師
の
詞
に
も
「
俳
諧
は
三さ
ん

尺せ
き

の
童
に
さ
せ
よ
。
初
心
の
句

こ
そ
た
の
も
し
け
れ
な
ど
ゝ
度
〳
〵
云
い
出
ら
れ
し
も
、
み
な
功
者
の
病

を
示
さ
れ
し
な
り
。（
中
略
）
門
人
功
者
に
は
ま
り
て
、
只た

だ

能よ
き

句
せ
ん
と

私
意
を
た
て
、
分
別
門
に
口
を
閉
て
案
じ
草く

た
び臥

る
也
。
お
の
が
習し
ふ

気け

を
し

ら
ず
。
心
の
愚
成
る
所
成
」。

と
あ
り
、
た
だ
良
い
句
を
作
ろ
う
と
し
て
私
意
を
は
た
ら
か
し
、
思
慮
分
別
に

ふ
け
る
た
め
、
か
え
っ
て
句
が
で
き
ず
、
考
え
あ
ぐ
む
者
が
い
る
と
言
っ
て
い

る
。芭

蕉
の
門
弟
で
あ
る
杉
風
の
「
麇び

塒じ

宛
杉
風
書
簡
」一
七
に
、
芭
蕉
が
「
い
り

ほ
が
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
こ
と
が
載
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
次
の
、

一　

 

翁
近
年
申
候
ハ
、
俳
諧
和
哥
の
道
な
れ
バ
と
か
く
直す
ぐ

成な
る

様
に
い
た
し

候
へ
。
尤
言
葉
ハ
世
に
申
習
シ
片
言
も
申
候
へ
バ
、
其
句
の
す
が
た

に
よ
り
、
片
言
ハ
申
べ
し
。
そ
れ
も
道
理
叶か

な
ひ

不ま
う
さ
ず申
片
言
ハ
無
用
、

埒ら
ち
あ
き
ま
う
す
ば
か
り

明
申
斗
用も
ち
ふ

べ
し
。

一　

 

段
〳
〵
句
の
す
が
た
重
ク
、
利
に
は
ま
り
、
六む
つ

ケか

敷し
く

句
ノ
道
理
い
り

ほ
が
に
、
罷
成
候
へ
バ
、
皆
只
今
迄
の
句
体
打
捨
、
軽
ク
や
す
ら
か

に
不
断
の
言
葉
斗
に
て
致
べ
し
。
是
以
直
也
と
被ま

う

申さ
れ

候
。

で
あ
り
、「
句
の
姿
重
く
な
り
、
作
意
に
は
ま
り
、
難
し
く
句
の
道
理
が
「
い

り
ほ
が
」
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
句
体
は
す
べ
て
捨
て
て
、
軽
く
や
す
ら
か
に

普
段
の
言
葉
を
使
っ
て
素
直
に
詠
む
」
よ
う
に
と
記
し
て
い
る
。
芭
蕉
も
「
い

り
ほ
が
」
と
称
さ
れ
る
言
葉
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
軽
く
や
す
ら
か
に
普
段
の
言
葉
を
使
っ
て
素
直
に
詠
む
」
こ
と
は
、

次
の
『
八
雲
御
抄
』
巻
第
六
（
四
）一
六
に
、

第
一
歌
の
よ
き
や
う
は
た
ゝ
す
く
に
え
ん
な
る
へ
き
也　

し
か
る
を
此
体

心
に
ま
か
せ
て
い
ひ
か
た
き
ゆ
ゑ
に　

心
こ
も
り
て
え
ん
な
る
は
第
二
也　

え
ん
な
ら
ん
と
す
れ
は
か
な
ら
す
心
た
ら
す　

心
す
く
な
ら
ん
と
す
れ
は

又
え
ん
な
ら
さ
る
也

と
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、「
最
も
良
い
歌
の
様
は
、
心
を
素
直
に
表
現
し
、
艶

で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
心
の
お
も
む
く
ま
ま
に
表
現
す
る
の
は
難
し
い
。」
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と
あ
る
。
そ
の
次
に
良
い
歌
は
「
心
を
表
面
に
出
さ
な
い
が
、
艶
で
あ
る
歌
」

で
あ
る
。「
艶
で
な
く
て
も
、
心
を
確
実
に
詠
む
こ
と
を
選
択
す
べ
き
で
あ
る
。」

と
、「
心
」
に
重
点
を
お
く
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
続
け
て
「
当
た
り

前
の
事
を
、
普
通
の
言
葉
で
詠
み
な
が
ら
、
新
し
い
世
界
を
表
現
す
べ
き
で
あ

る
。
昔
か
ら
詠
ま
れ
て
き
た
言
葉
が
用
い
方
に
よ
っ
て
新
し
く
、
珍
し
く
な
る

の
だ
。」「
わ
ざ
と
情
趣
を
か
ん
じ
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
見
苦
し
い
こ
と
で
あ

る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

『
三
冊
子
』（
わ
す
れ
み
ず
）一
三
に
、

同
い
は
く
「
或
人
の
句
は
、
艶
を
い
は
ん
と
す
る
に
依
て
、
句
艶
に
あ
ら

ず
。
艶
は
艶
を
い
ふ
に
あ
ら
ず
。
又
、
或
人
の
句
は
し
ほ
り
な
し
。
し
ほ

ら
ん
と
す
る
が
故
に
し
ほ
り
な
し
。
ま
た
有
（
或
）
る
人
の
句
は
作
に
過

て
心
の
直
を
失
ふ
也
。
心
の
作
は
よ
し
、
詞
の
作
は
好
べ
か
ら
ず
」
と
也
。

と
あ
り
、『
八
雲
御
抄
』
も
『
三
冊
子
』
も
歌
作
り
も
句
作
り
も
「
心
」
を
素

直
に
表
現
す
る
こ
と
が
、
ま
た
新
し
い
表
現
に
繋
が
る
と
述
べ
て
い
る
。「
心

を
素
直
に
表
現
し
」「
普
通
の
言
葉
で
詠
み
な
が
ら
、
新
し
い
世
界
を
表
現
し
」

「
言
葉
を
情
趣
あ
り
げ
に
み
せ
る
こ
と
ば
か
り
を
追
求
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
、

こ
れ
は
蕉
風
「
軽
み
」
の
芭
蕉
の
指
導
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。

『
俳
文
学
大
辞
典
』
の
「
か
る
み
」
の
項
一
八
に
、
尾
形
仂
氏
は
「
芭
蕉
が
円

熟
期
以
後
、
終
生
の
課
題
と
し
た
究
極
の
俳
諧
理
念
。
三
次
に
及
ぶ
深
化
の
過

程
を
た
ど
る
」
と
あ
り
、「
第
一
次
は
天
和
（
一
六
八
一
～
八
四
）
以
来
の
模

索
の
果
て
」
に
、「
過
剰
な
表
現
の
抑
制
に
よ
る
渋
滞
感
の
打
破
が
図
ら
れ
た
」

と
あ
り
、「
第
二
次
は
『
ひ
さ
ご
』『
猿
蓑
』
期
」
で
あ
り
、「
素
直
な
自
然
観

照
に
よ
る
平
明
な
表
現
を
志
向
」
と
あ
り
、「
第
三
次
は
晩
年
に
か
け
」「
日
常

性
の
中
に
詩
を
求
め
日
常
の
言
語
を
も
っ
て
表
現
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

『
八
雲
御
抄
』
か
ら
蕉
風
「
軽
み
」
へ
継
承
さ
れ
た
も
の
は
、「
い
り
ほ
が
」

の
表
現
の
よ
う
な
わ
ざ
と
ら
し
い
作
意
は
な
く
、
わ
ず
か
十
七
文
字
の
中
に
言

い
尽
く
せ
な
い
も
の
を
、
余
情
や
余
韻
と
し
て
「
心
の
色
」
で
表
し
、「
す
ぐ
」

「
平
懐
」
な
詠
み
ぶ
り
を
理
想
と
す
る
こ
と
、
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

お
わ
り
に

徳
川
時
代
初
期
、
す
な
わ
ち
芭
蕉
の
育
っ
た
時
期
の
出
版
社
・
出
版
物
を
集

覧
す
る
活
字
資
料
を
追
跡
整
理
し
、
西
行
を
受
容
す
る
に
あ
た
り
、
芭
蕉
が
実

際
に
手
に
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
西
行
関
連
の
出
版
物
を
一
覧
し
た
。
そ
し
て
、

西
行
の
主
た
る
著
作
が
芭
蕉
の
生
涯
の
前
半
期
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
突

き
止
め
た
。
芭
蕉
が
手
に
と
る
こ
と
の
で
き
た
書
物
、
あ
る
い
は
学
ぶ
こ
と
の

で
き
た
書
物
、
西
行
を
享
受
す
る
可
能
性
を
広
く
追
認
し
た
。
西
行
が
近
世
和

歌
や
俳
諧
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
い
。
芭
蕉
が
生
き
た
時
代
は
板
本
に
よ
る

西
行
ブ
ー
ム
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

芭
蕉
は
、『
撰
集
抄
』
に
出
て
く
る
乞
食
僧
た
ち
の
姿
に
、
自
分
自
身
を
重

ね
「
心
を
澄
む
」
と
は
、
無
常
と
隠
遁
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

「
嵐
に
舞
う
木
の
葉
」
や
「
消
え
ゆ
く
玉
霰
」
に
無
常
を
悟
り
、
行
住
坐
臥
に

心
を
澄
ま
す
こ
と
が
和
歌
を
詠
む
こ
と
に
繋
が
る
。「
槿
」「
白
露
」「
な
つ
む
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し
（
蛍
）」
は
、
自
然
の
中
の
さ
び
し
さ
・
は
か
な
さ
を
表
し
、
自
然
の
中
の

無
常
を
見
つ
め
和
歌
に
詠
み
出
す
。
和
歌
は
仏
道
で
あ
り
、
和
歌
を
詠
む
こ
と

は
和
歌
即
陀
羅
尼
で
あ
る
。

芭
蕉
は
、
自
ら
も
乞
食
の
翁
と
称
し
、
深
川
へ
移
っ
て
隠
遁
生
活
を
行
う
。

そ
の
中
で
、
西
行
の
素
直
な
心
の
ま
ま
に
表
現
さ
れ
た
和
歌
に
惹
か
れ
た
。

『
山
家
集
』
や
『
御
裳
濯
河
歌
合
』
か
ら
、「
心
深
く
哀
れ
な
る
」
も
の
を
み
つ

め
、
そ
こ
か
ら
一
段
す
り
あ
げ
て
、
心
深
く
と
い
う
歌
の
本
意
を
継
承
し
な
が

ら
も
俳
諧
の
俗
な
も
の
を
詠
み
込
ん
で
い
っ
た
。
西
行
は
和
歌
の
歴
史
が
彩
る

季
節
の
言
葉
に
の
せ
て
素
直
な
心
を
残
し
た
。
そ
の
「
心
の
表
情
」
が
芭
蕉
の

い
う
「
心
の
色
」
で
あ
る
。
芭
蕉
は
そ
の
「
心
の
表
情
」
を
季
節
の
言
葉
が
見

届
け
、
そ
の
季
題
の
イ
メ
ー
ジ
に
頼
る
こ
と
で
十
七
文
字
に
凝
縮
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
の
で
あ
る
。

芭
蕉
が
近
世
初
期
の
西
行
関
連
出
版
物
か
ら
「
心
を
素
直
に
表
現
し
」「
普

通
の
言
葉
で
詠
み
な
が
ら
、
新
し
い
世
界
を
表
現
し
」「
言
葉
を
情
趣
あ
り
げ

に
み
せ
る
こ
と
ば
か
り
を
追
求
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
こ
れ
ら
の
事
柄
を
受

容
し
、
そ
れ
は
蕉
風
「
軽
み
」
の
芭
蕉
の
指
導
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
追

認
し
た
。
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。
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片
桐
洋
一
編
『
八
雲
御
抄
の
研
究　

名
所
部
・
用
意
部
』
和
泉
書
院　

二
〇
一
三
年
、『
八
雲
御
抄
』（
国
会
本
）
巻
第
六
用
意
部
（
二
）
20.

※
訳
や
解
説
は
こ
の
本
か
ら
引
用
し
た
。

一
六　

 

右
に
同
じ
く
『
八
雲
御
抄
』（
国
会
本
）
巻
第
六
用
意
部
（
四
）
⒈

一
七　

 

元
禄
八
年
に
杉
風
か
ら
麇
塒
へ
宛
て
た
書
簡
。
尾
形
仂
他
編
『
新
編
芭

蕉
大
成
』（
俳
論
編　

雑
抄
）
三
省
堂
、
一
九
九
九
年

一
八　

 

加
藤
楸
邨
他
監
修
『
俳
文
学
大
辞
典
』
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年

国
書
研
究
室
『
補
訂
版　

国
書
総
目
録
』　

第
一
巻
～
七
巻　

岩
波
書
店
、
一

九
八
九
年
十
一
月

吉
本
隆
明
『
西
行
論
』
講
談
社
、
一
九
九
〇
年

山
口
眞
琴
『
西
行
説
話
文
学
論
』、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年

峯
村
文
人
校
注
・
訳
『
新
古
今
和
歌
集
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
43
）
小

学
館
、
一
九
九
五
年

久
保
田
淳
『
新
古
今
和
歌
集
全
評
釈　

第
一
巻
』
講
談
社
、
一
九
七
六
年
十
月

谷
山
茂
『
中
世
和
歌
の
想
念
と
表
現
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
三
年

奥
田
久
輝
『
新
古
今
的
発
想
論
』
桜
楓
社　

一
九
八
一
年

山
木
幸
一
『
西
行
和
歌
の
形
成
と
受
容
』
明
治
書
院
、
一
九
八
七
年

中
西
満
義
「
西
行　

生
得
の
歌
僧
の
旅
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
至
文
堂
、

二
〇
〇
二
年
二
月

小
林
秀
雄
『
日
本
の
文
学
』（
43　

西
行
）
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
年

西
行
学
編
集
委
員
会
『
西
行
学　

第
二
号
』（
西
行
の
う
ち
な
る
芭
蕉
）
笠
間

書
院
二
〇
一
一
年
八
月

石
田
吉
貞
「
芭
蕉
開
眼
の
句
の
底
に
あ
る
も
の
―
西
行
と
芭
蕉
の
出
逢
い
―
」

『
文
学
』（
v
o
l　

46
）
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
九
月

石
田
吉
貞
『
隠
者
の
文
学
』
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年

井
本
農
一
他
編
『
芭
蕉
』（
増
補　

国
語
国
文
学
研
究
史
大
成　

12.
）
三
省
堂
、

一
九
七
七
年

井
本
農
一
『
芭
蕉
の
文
学
の
研
究
』
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年

堀
切
実
他
編
『
諸
注
評
釈　

新
芭
蕉
俳
句
大
成
』
明
治
書
院
、
二
〇
一
四
年

堀
切
実
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
解
釈
事
典
―
諸
説
一
覧
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
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三
年

石
田
元
季
他
『
新
芭
蕉
講
座　

第
九
巻
―
俳
文
篇
―
』
三
省
堂
、
一
九
九
五
年

上
野
洋
三
他
『
芭
蕉
七
部
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
70
）
岩
波
書
店
、
一

九
九
〇
年

蕉
門
俳
書
研
究
所
『
蕉
門
俳
諧
集　

三
』
勉
誠
社
、
一
九
八
三
年

廣
田
二
郎
『
芭
蕉
―
そ
の
詩
に
お
け
る
伝
統
と
創
造
』
有
精
堂
出
版
、
一
九
七

六
年

松
尾
靖
秋
「
紀
行
・
日
記
」（
監
修
中
村
俊
定
『
芭
蕉
事
典
』
春
秋
社
、
一
九

七
八
年

目
崎
徳
衛
『
芭
蕉
の
う
ち
な
る
西
行
』
角
川
書
店
、
一
九
九
一
年

伊
藤
博
之
『
西
行
・
芭
蕉
の
詩
学
』
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
〇
年

尾
形　

仂
「
芭
蕉
―
風
狂
と
道
念
」『
岩
波
講
座
日
本
文
学
と
仏
教
』
五
、
岩

波
文
庫
、
一
九
九
四
年

白
石
悌
三
・
上
野
洋
三
他
「
Ⅰ
芭
蕉
―
そ
の
表
現
の
世
界
」（『
国
文
学
』
平
成

六
年
三
月
号　

第
三
九
巻
第
四
号
）
学
燈
社
、
一
九
九
四
年
三
月

楠
元
六
男
『
芭
蕉
、
そ
の
後
』
竹
林
舎
、
二
〇
〇
六
年

楠
元
六
男
・
宮
脇
真
彦
「『
お
く
の
ほ
そ
道
』
―
全
行
程
を
踏
破
す
る
」『
国
文

学
』
学
燈
社
、
二
〇
〇
七
年
四
月

楠
元
六
男
「
東
北
・
北
陸
の
俳
壇
―
蕉
風
俳
諧
史
―
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』

至
文
堂
、
一
九
九
八
年
五
月

山
下
一
海
「
旅
の
詩
人
芭
蕉
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
至
文
堂
、
一
九
九
八

年
五
月

田
中
善
信
「
芭
蕉　

生
の
深
淵
を
求
め
る
旅
人
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
至

文
堂
、
二
〇
〇
二
年
二
月

山
口
誓
子
「
わ
が
芭
蕉
」『
芭
蕉
の
本　

第
四
巻
』
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
年

谷
地
快
一
「
不
易
流
行
観
の
原
点
―
貼
紙
訂
正
〈
過
客
「
に
し
て
行
か
ふ
」
年

も
〉
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
芭
蕉
』（
日
本
文
学
研
究
大
成
）
国
書
刊
行

会
、
二
〇
〇
四
年
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資
料

1

芭
蕉

の
生

涯
（
一

六
四

四
～

九
四

）
西

暦
出

版
年

資
料

名
版

元
所

在
地

1
6
2
5
寛

永
二

年
西

行
物

語
1
6
2
6
寛

永
三

年
八

雲
御

抄
中

野
氏

道
也

1
6
3
5
寛

永
十

二
年

八
雲

御
抄

中
野

氏
道

也
伊

賀
在

郷
期

（
一

歳
～

二
十

九
歳

）
1
6
4
6
正

保
三

年
八

雲
御

抄
書

林
中

野
道

也
新

刊
1
6
4
6
正

保
三

年
西

行
物

語
木

村
次

郎
兵

衛
京

都
1
6
4
7
正

保
四

年
後

撰
和

歌
集

吉
田

四
郎

右
衛

門
尉

京
都

1
6
4
7
正

保
四

年
新

古
今

和
歌

集
吉

田
四

郎
右

衛
門

尉
慶

安
頃

六
家

集
1
6
5
0
慶

安
三

年
撰

集
抄

澤
田

庄
左

衛
門

（
風

月
堂

）
京

都
1
6
5
1
慶

安
四

年
撰

集
抄

村
上

平
楽

寺
（
勘

兵
衛

）
京

都
1
6
5
1
慶

安
四

年
八

雲
御

抄
書

林
中

野
道

也
新

刊
1
6
5
1
慶

安
四

年
新

古
今

和
歌

集
1
6
5
3
承

応
二

年
八

雲
御

抄
書

林
中

野
氏

道
也

新
刊

1
6
5
4
承

応
三

年
新

古
今

和
歌

集
西

村
又

左
衛

門
尉

新
板

京
都

1
6
5
4
承

応
三

年
新

古
今

和
歌

集
中

野
太

郎
左

衛
門

1
6
5
4
承

応
三

年
新

古
今

和
歌

集
松

会
市

郎
兵

衛
1
6
5
5
明

暦
元

年
新

古
今

和
歌

集
（
八

代
集

の
内

）
八

尾
勘

兵
衛

1
6
5
6
明

暦
二

年
八

雲
御

抄
書

林
中

野
氏

道
也

新
刊

万
治

頃
西

行
上

人
談

抄
林

前
和

泉
掾

／
時

元
〈
京

〉
京

都
1
6
6
7
寛

文
七

年
御

裳
濯

河
・
宮

河
歌

合
林

生
堂

江
戸

市
中

居
住

期
（
二

十
九

歳
～

三
十

七
歳

）
1
6
7
3
寛

文
十

三
年

西
行

一
代

記
松

會
江

戸
1
6
7
4
延

宝
二

年
山

家
集

（
西

行
法

師
家

集
）

中
村

七
兵

衛
／

永
田

長
兵

衛
京

都
深

川
芭

蕉
庵

隠
棲

期
（
三
十

八
歳

～
四

十
歳

1
6
8
2
天

和
二

年
繪

盡
／

西
行

和
歌

修
行

酒
田

屋
（
江

戸
）

江
戸

野
ざ
ら
し
紀

行
期

（
四

十
一

歳
～

四
十

二
歳

）
貞

享
庵

住
期

（
四

十
二

歳
～

四
十

四
歳

）
1
6
8
7
貞

享
四

年
絵

入
西

行
撰

集
抄

河
内

屋
善

兵
衛

大
坂

笈
の

小
文

行
脚

期
（
四

十
四

歳
～

四
十

五
歳

）
元

禄
初

年
庵

住
期

（
四

十
五

歳
～

四
十

六
歳

）
奥

の
細

道
行

脚
期

（
四

十
六

歳
）

1
6
9
0
元

禄
三

年
六

家
集

澤
田

庄
左

衛
門

（
風

月
堂

）
京

都
上

方
漂

泊
期

（
四

十
六

歳
～

四
十

八
歳

）
1
6
9
1
元

禄
四

年
西

行
物

語
服

部
九

兵
衛

京
都

元
禄

庵
住

期
（
四

十
八

歳
～

五
十

一
歳

）
1
6
9
2
元

禄
五

年
西

行
物

語
浅

見
吉

兵
衛

京
都

終
焉

の
旅

（
五

十
一

歳
）

1
6
9
4
元

禄
七

年
1
7
0
1
元

禄
十

四
年

撰
集

抄
み

す
や

又
右

衛
門

江
戸

参
考
文
献

今
栄
蔵
『
芭
蕉
年
譜
大
成
』
参
照

国
文
学
研
究
資
料
館
　
電
子
資
料
館
　
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
(下

記
U
R
L
）
よ
り
、
西
行
関
連
事
項
を
拾
出
し
た
。
　
（
但
、
能
の
本
（
謡
本
）
を
除

く
）

h
tt
p:
/
/
ba
se
1
.n
ijl
.a
c
.jp
/
in
fo
lib
/
m
e
ta
_p
u
b/
G
0
0
0
1
4
0
1
K
T
G
/
2
0
1
6
/
0
9
/
2
2

国
文

学
研

究
資

料
館

　
『
古

典
籍

総
合

目
録

ー
国

書
総

目
録

続
編

』
　
第
一
巻
　
岩
波
書
店
、
1
9
9
0
年

2
月

国
書

研
究

室
『
補

訂
版

　
国

書
総

目
録

』
　
第
一
巻
～
七
巻
　
岩
波
書
店
、
1
9
8
9
年

1
1
月

岡
雅

彦
他

編
『
江

戸
時

代
初

期
出

版
年

表
（
天

正
一

九
年

～
明

暦
四

年
）
』
勉

誠
出

版
、
2
0
1
2
年

2
月

法
政

大
学

文
学

部
史

学
研

究
室

編
『
日

本
人

物
文

献
目

録
』
平

凡
社

、
1
9
7
4
年

6
月

矢
島

玄
亮

『
徳

川
時

代
出

版
者

・
出

版
物

集
覧

』
萬

葉
堂

書
店

、
1
9
7
6
年

8
月

『
日

本
古

典
文

学
大

辞
典

』
第

二
巻

・
第

三
巻

　
岩

波
書

店
、
1
9
8
4
年

4
月
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How Basho understood Saigyo

MURAKAMI, Satoko

In this research, I’d like to examine publications which were written in the early 

Tokugawa period, the time Basho lived. I studied those that Basho might have read to 

understand Saigyo, and gave commentaries. Then I found that the main works of Saigyo 

were published in the first half of Basho’s life. I widely confirmed the works which Basho 

could have read or learned, and the possibility to be affected by Saigyo.

To begin with, I read Kousouden from ‘Senjuusyou’ and found that the way of being 

disciplinant of Buddhism has something in common with the process that Basho found the 

truth, through Haikai as an act of creation, that the nature is ever-changing.

Disciplinants avoiding fame and gain live deep in the mountains to obtain a pure mind, 

and many works such as ‘Basho shokan’ refer to this thought. It doesn’t contradict to the 

respected beggars, and Basho pilgrimized in a beggar form to purify his mind through 

Haikai in the same way as Saigyo tried to clarify the transience through Waka.

In ‘Shin kokin waka shu’, Saigyo used the word ‘mind’ and ‘feel’ in his forty verses out 

of ninety-four, which is the evidence that Saigyo placed importance on ‘feeling in mind’. 

However, it doesn’t mean to express his egoism. It is assumed that he did so to surmise 

Wabi Sabi, the traditional Japanese beauty, as a way of sadhana based on the lessons of 

transience in Buddhism. It can be seen in Basho’s Haikai, and he embodied this thought 

then it became an act of enjoying one’s life.

In addition, I’d like to take notice of the fact that ‘Sanzoushi Shiro’ written by Hattori 

Doho, who was a superior pupil of Basho, quote from ‘Yakumo misho’. I found that there’

re three things in common when composing Waka and Haikai, which are to be honest 

with your mind, to compose a verse about something obvious and to use ordinary words. 

Those may meet the thought of Karumi, which was Basho’s final goal. It gives unspoken 

depth, in other words, afterglow and suggestiveness and those make it possible to express 

something without using complicated techniques.


